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陳情
都市計画マスタープラン 地域別まちづくり懇談会
お!みた!まちづくり
わだい
情報ガイド
生涯学習インフォメーション
けんこうビュー
四季の歌
市内の夏まつり

『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”

　玉里の文化や自然・景観を護り、農や食、そして地域資産を活かし住民
主体で創造する参加型交流イベント「うさぎまつり」（NPO法人玉里しみじ
みの村主催）が、８月１日、２日の２日間、しみじみの家で開催されました。
　まつり会場では、流しそうめんや地元食材を使用した料理の試食会が
行われたほか、タイヤプランターの植え付け体験会や野外コンサートが
開かれ、多くの人が楽しみました。また、恒例の滝平二郎画伯のきりえ画を
モチーフにした「きりえトーロー」が展示され、夕暮れには幻想的な彩を醸
し出していました。（９ページにも掲載）

「流しそうめん」や　　　　　
　　野外コンサートを楽しむ

　　うさぎまつり－2009夏まつり－　　

「流しそうめん」や　　　　　
　　野外コンサートを楽しむ

　　うさぎまつり－2009夏まつり－　　

「流しそうめん」や　　　　　
　　野外コンサートを楽しむ
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7
月
6
日
、
市
執
行

部
と
市
議
会
百
里
基
地

対
策
委
員
会
が
、
百
里

基
地
周
辺
対
策
に
つ
い

て
、
北
関
東
防
衛
局
に

対
す
る
陳
情
を
行
い
ま

し
た
。

　

島
田
市
長
は
、
基
地

所
在
に
よ
る
住
民
生
活

の
影
響
と
し
て
不
利
益

や
障
害
な
ど
、
基
地
に

起
因
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
、
周
辺
対
策
の
一

層
の
充
実
を
訴
え
ま
し

た
。

　

局
側
か
ら
は
、
鎌
田

局
長
を
は
じ
め
次
長
、

企
画
部
長
、
関
係
各
課

担
当
職
員
が
出
席
し
、

各
項
目
に
つ
い
て
、
回

答
と
説
明
が
あ
り
、
要

望
に
つ
い
て
は
市
の
発

展
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
陳
情
事
項
に
つ
い
て

誠
意
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
く
旨
の
回
答
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

本
市
で
は
、
百
里
飛
行
場
の
民
間

共
用
化
を
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
施

策
と
位
置
づ
け
、
茨
城
空
港
の
開
港

と
こ
れ
に
伴
う
振
興
策
の
早
期
実

現
を
強
く
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

つ
い
て
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
公

共
施
設
整
備
等
の
地
域
振
興
事
業
等

に
つ
い
て
、
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

　

ま
た
、
民
間
共
用
化
で
整
備
さ
れ

た
新
滑
走
路
に
つ
い
て
は
、
既
存
滑

走
路
か
ら
西
側
へ
２
１
０
m
の
位
置

に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
民

間
機
が
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

不
測
の
事
態
な
ど
の
緊
急
時
等
に
お

い
て
、
自
衛
隊
機
の
使
用
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
百
里
飛
行

場
西
側
区
域
の
騒
音
区
域
お
よ
び
影

響
区
域
に
対
し
て
、
速
や
か
な
対
応

策
の
提
示
お
よ
び
具
体
化
を
図
る
こ

と
。

　

新
滑
走
路
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
民
航
機
が
使
用
す
る
滑

走
路
で
は
あ
る
が
、
緊
急
時
に
お
い

て
自
衛
隊
機
が
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
用
形
態

等
を
関
係
機
関
で
あ
る
防
衛
省
・
国

土
交
通
省
・
茨
城
県
・
小
美
玉
市
で

協
定
書
を
開
港
前
に
締
結
す
る
こ

と
。

　

茨
城
空
港
の
開
港
に
伴
い
、
空
港

の
管
理
お
よ
び
管
制
は
防
衛
省
と
な

る
こ
と
か
ら
、
民
航
機
に
つ
い
て
の

安
全
・
危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て
、

関
係
す
る
国
土
交
通
省
・
茨
城
県
等

と
連
携
し
、
飛
行
ル
ー
ト
や
飛
行
機

事
故
の
対
応
等
、
小
美
玉
市
へ
の
説

明
お
よ
び
地
元
住
民
へ
の
説
明
会
を

開
催
す
る
な
ど
開
港
に
万
全
を
期
す

る
こ
と
。

　

現
在
、
防
衛
省
で
は
、
基
地
周
辺

障
害
防
止
対
策
と
し
て
、
テ
レ
ビ
放

送
の
聴
取
障
害
に
対
し
、
受
信
料
の

二
分
の
一
を
助
成
し
て
い
る
が
、
十

分
な
障
害
対
策
と
は
い
え
な
い
状
況

で
あ
る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
テ
レ

ビ
受
信
料
の
二
分
の
一
、
電
話
難
聴

対
策
と
し
て
、
基
本
料
相
当
額
お

よ
び
周
辺
地
区
運
営
補
助
金
を
交
付

し
て
、
周
辺
住
民
と
の
協
調
維
持
発

展
を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
今

の
国
に
よ
る
構
造
改
革
や
景
気
の
低

迷
等
を
受
け
財
政
事
情
が
非
常
に
厳

し
く
、
安
定
的
な
継
続
が
困
難
な
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
左
記
事
項
に

つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

⑴ 

テ
レ
ビ
放
送
受
信
料
減
免
区
域
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
全
額
免

除
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

電
話
通
信
料
の
減
免
お
よ
び
地
区

運
営
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

　

学
校
施
設
や
医
療
施
設
等
に
つ
い

て
は
、
既
に
対
象
施
設
と
し
て
事
業

の
導
入
を
図
っ
て
き
た
が
、
他
の
施

設
も
同
様
に
著
し
い
障
害
を
受
け
て

い
る
の
で
、
全
地
域
の
公
共
施
設
等

全
て
の
障
害
施
設
を
補
助
対
象
と
す

る
よ
う
補
助
対
象
の
範
囲
お
よ
び
施

設
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
対
象
施
設

等
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
、
改
良
に

要
す
る
経
費
を
補
助
対
象
と
す
る
と

鎌田北関東防衛局長（左）に陳情書を手渡す島田市長

平成 21年 8月 20日　広報おみたま

基
地
に
起
因
す
る
諸
問
題
の
解
決
を
訴
え
、

　

市
執
行
部
と
市
議
会
百
里
基
地
対
策
委
員
会
が

北
関
東
防
衛
局
へ
陳
情

① 

百
里
飛
行
場
の
民
間
共

用
化
に
伴
う
地
域
振
興

策
等
に
つ
い
て

② 

新
滑
走
路
の
運
用
協
定

締
結
に
つ
い
て

③ 

茨
城
空
港
の
安
全
・
危

機
管
理
対
策
に
つ
い
て

④ 

基
地
周
辺
障
害
防
止
対

策
に
つ
い
て

⑤ 

障
害
防
止
事
業
の
助
成

に
つ
い
て
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と
も
に
補
助
対
象
範
囲
お
よ
び
補
助

対
象
施
設
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

　

住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ

の
助
成
等
に
よ
り
障
害
の
軽
減
が
図

ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
い
ま
だ
十
分
と

は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
助
成
基
準
で
は
、

本
市
に
お
け
る
都
市
計
画
や
基
地
周

辺
の
土
地
利
用
等
、
そ
の
発
展
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
状
況
は
解
消
し
難
い

も
の
が
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
左
記
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

指
定
区
域
告
示
後
の
新
築
家
屋
に

つ
い
て
も
全
室
を
補
助
対
象
と
す

る
こ
と
。

⑵ 

空
調
機
に
係
る
電
気
料
金
の
全
額

負
担
を
実
施
す
る
こ
と
。

⑶ 

空
調
機
の
耐
用
年
数
を
実
態
に
即

す
る
よ
う
改
正
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
更
新
に
要
す
る
経
費
を
全
額

国
庫
負
担
と
す
る
こ
と
。

⑷ 

太
陽
光
発
電（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
）の
制
度
を
創
設
し
、
そ
の
補

助
対
象
区
域
は
第
1
種
区
域
内
ま

で
と
す
る
こ
と
。

⑸ 

騒
音
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
騒

音
区
域
内
の
学
校
等
の
公
共
施
設

に
騒
音
測
定
器
を
速
や
か
に
設

置
・
増
設
す
る
こ
と
。

⑹ 

住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
実
施

ま
で
に
数
年
か
か
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
つ
い
て
は
各
防
衛
施
設

ご
と
に
予
算
を
確
保
し
、
地
域
に

偏
り
が
な
い
よ
う
公
平
か
つ
、
速

や
か
に
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
空
調
機
の
復
旧
工
事
に

つ
い
て
も
緊
急
性
が
極
め
て
高
い

の
で
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
。

　

移
転
の
補
償
お
よ
び
土
地
の
買
い

入
れ
に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ
た
区

域
内
の
申
し
出
者
に
対
し
順
次
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
区
域

指
定
の
告
示
後
の
建
物
等
に
つ
い
て

は
、
損
失
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。

　

ま
た
、
買
い
入
れ
地
等
の
規
模
に

よ
り
、
そ
の
措
置
が
複
数
年
に
亘
っ

た
り
、
申
し
出
か
ら
買
い
入
れ
ま
で

長
い
年
月
を
要
し
て
い
る
。

  

つ
い
て
は
、
住
民
の
意
向
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
左
記
事
項
に

つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

⑴ 

移
転
補
償
対
象
区
域
の
指
定
告
示

後
の
建
物
等
に
つ
い
て
も
対
象
と

す
る
こ
と
。

⑵ 

所
要
の
予
算
額
を
確
保
し
、
速
や

か
に
土
地
を
買
い
入
れ
る
こ
と
。

⑶ 

買
い
入
れ
た
土
地
の
適
正
な
管
理

（
周
辺
財
産
の
除
草
等
を
年
度
内

に
早
期
に
実
施
。）に
努
め
る
と
と

も
に
公
共
施
設
整
備
等
に
係
る
用

地
提
供
に
つ
い
て
は
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
。

　

民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
市
に
お
い
て
も
毎
年
計
画

的
な
導
入
を
図
り
周
辺
対
策
に
努
め

て
い
る
が
、
更
な
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
資
す
る
た
め
、
左
記
事
項
に

つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

⑴ 

補
助
対
象
区
域
、
お
よ
び
補
助
対

象
施
設
等
の
範
囲
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
補
助
率
を
引
き
上
げ
る
こ

と
。

⑵ 

施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
、

改
良
、
修
繕
等
に
要
す
る
経
費
等

を
事
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
補
助

対
象
と
す
る
こ
と
。

⑶ 
ソ
フ
ト
事
業
に
対
す
る
補
助
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
。

⑷ 

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
台
風
、
地
震
等
の
大
型
化
に

伴
い
被
害
が
大
規
模
化
す
る
と
と

も
に
、
特
定
防
衛
施
設
で
あ
る
百

里
飛
行
場
は
、
在
日
米
軍
再
編
に

係
る
戦
闘
機
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
万
一
の
事
故
等
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
中
、
特
定
の
区
域
に
限

ら
ず
危
機
管
理
体
制
の
強
化
、
全

市
域
で
の
情
報
の
共
有
が
緊
急
課

題
で
あ
る
。
市
の
当
該
施
設
に
つ

い
て
は
、
合
併
に
伴
い
旧
町
村
単

位
で
設
備
が
異
な
っ
て
お
り
、
災

害
情
報
を
一
括
し
て
同
時
に
提
供

で
き
な
い
。
ま
た
、
個
別
受
信
機

の
未
整
備
地
域
が
あ
り
格
差
が
生

じ
て
い
る
な
ど
、
運
用
、
管
理
面
、

危
機
管
理
体
制
に
重
大
な
支
障
を

き
た
し
て
お
り
、
早
急
な
整
備
が

望
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
迅
速

な
対
応
を
図
る
こ
と
。

⑸ 

平
成
22
年
度
に
防
衛
省
補
助
事
業

と
し
て
実
施
予
定
の
左
記
事
業
に

つ
い
て
、
所
要
の
予
算
確
保
を
図

る
こ
と
。

　

■
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業

　
　

・
防
災
行
政
無
線
整
備
実
施
設
計
一
式   

　
　
　

事
業
費
8
，3
5
0
千
円

　
　
　
（
補
助
額
6
，2
6
2
千
円
）

　
　

・ 

防
災
行
政
無
線
親
局
設
備
工

事
、
美
野
里
地
区
野
外
無
線

塔
工
事
一
式

　
　
　

事
業
費
1
9
0
，6
2
8
千
円

（
補
助
額
1
4
2
，9
7
1
千
円
）

　
　

・
化
学
消
防
自
動
車
Ⅱ
型 

一
台 

　
　
　

事
業
費
5
8
，3
2
5
千
円

（
補
助
額
1
8
，2
4
4
千
円
）

　
　

・ 

市
道
小
1
0
8
号
線
用
地
買

収
・
物
件
補
償
一
式 

　
　
　

事
業
費
1
1
2
，5
5
9
千
円

（
補
助
額
8
4
，4
1
9
千
円
）

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交

付
金
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
着
実
に
そ
の
成
果
が
見

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
更
な
る

施
設
等
整
備
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い

る
。

　

つ
い
て
は
、
左
記
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

第
3
0
2
飛
行
隊（
F
4
）の
入
替

等
を
考
慮
し
、
交
付
金
の
増
額
お

よ
び
所
要
の
予
算
の
確
保
を
図
る

こ
と
。

⑵ 

円
滑
な
事
業
推
進
の
た
め
、
交
付

金
を
早
期
に
決
定
し
、
速
や
か
に

交
付
す
る
こ
と
。

⑶ 

施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
修

繕
等
に
要
す
る
経
費
等
を
交
付
金

対
象
と
す
る
こ
と
。

⑷
算
定
基
礎
の
改
正
を
図
る
こ
と
。

　

百
里
基
地
に
は
、
常
に
最
新
鋭
の

ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
等
多
数
の
航
空
機

が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
高
性

能
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
等
の
飛
行
に
伴

う
コ
ー
ス
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
補
償
額
も
毎
年
減
少
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

広報おみたま　平成 21年 8月 20日

⑥ 

住
宅
防
音
の
助
成
に
つ

い
て

⑦ 

移
転
の
補
償
等
に
つ
い
て

⑧ 

民
生
安
定
施
設
助
成
事
業

に
つ
い
て

⑨ 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
に
つ
い
て

⑩ 

農
耕
阻
害
損
失
補
償
に
つ

い
て
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つ
い
て
は
、
左
記
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

損
失
補
償
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
グ
レ
ー
ド
の
簡
素

化
を
図
る
こ
と
。

⑵
補
償
額
の
増
額
を
図
る
こ
と
。

⑶ 

最
低
補
償
額
を
設
定
す
る
な
ど
制

度
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
。

　

既
存
施
設
の
維
持
管
理
等
に
対
す

る
事
業
等
、
地
域
の
要
望
に
、
き
め

細
か
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
制

度
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
交
付
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
。

　

百
里
基
地
対
策
に
関
連
し
て
、
左

記
の
と
お
り
関
係
機
関
へ
の
申
し
入

れ
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
願
い
た

い
。

⑴ 

基
地
交
付
金
に
つ
い
て
は
戦
闘
機

等
の
償
却
資
産
を
対
象
と
し
、
所

要
の
予
算
額
を
増
額
確
保
す
る
よ

う
総
務
省
へ
申
し
入
れ
る
と
と
も

に
、
航
空
燃
料
税
に
つ
い
て
、
現

行
法
で
は
国
の
納
税
義
務
が
な
い

旨
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
三

位
一
体
改
革
を
受
け
、
財
政
事
情

が
厳
し
い
昨
今
、
航
空
燃
料
譲
与

税
に
代
わ
る
新
た
な
交
付
金
の
創

設
に
つ
い
て
、
あ
わ
せ
て
総
務
省

に
申
し
入
れ
る
こ
と
。

⑵ 

基
地
の
運
用
に
つ
い
て
、
次
の
こ

と
を
航
空
幕
僚
長
へ
申
し
入
れ
る

こ
と
。

　
　

① 

基
地
周
辺
の
騒
音
公
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
早
朝（
午
前

8
時
ま
で
）、
昼
休
み（
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分

ま
で
）、
夜
間（
午
後
6
時
以

降
）お
よ
び
土
・
日
・
祝
祭
日
、

地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
る
葬

祭
時
、
主
要
行
事
時
の
飛
行

は
特
に
や
む
を
得
な
い
場
合

を
除
き
原
則
と
し
て
行
わ
な

い
こ
と
。

　
　

② 

離
陸
後
は
速
や
か
に
設
定
し

て
あ
る
訓
練
空
域
に
向
か
う

と
と
も
に
、
基
地
上
空
で
の

訓
練
を
行
わ
な
い
こ
と
、
さ

ら
に
飛
行
コ
ー
ス
や
安
全
飛

行
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　
　

③ 

基
地
の
運
用
に
伴
う
協
定
等

を
速
や
か
に
締
結
す
る
と
と

も
に
、
本
市
と
の
連
携
を
密

に
し
、
協
力
体
制
を
整
え
る

こ
と
。

　

日
米
共
同
訓
練
を
実
施
す
る
際

は
、「
米
軍
再
編
に
係
る
百
里
基
地

へ
の
訓
練
移
転
に
関
す
る
協
定
」に

基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
事
故
の
未
然
防

止
と
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
こ

と
。

  

ま
た
、
基
地
周
辺
住
民
へ
の
迅
速

な
情
報
提
供
と
い
う
観
点
か
ら
、
日

米
共
同
訓
練
の
日
程
等
に
つ
い
て
速

や
か
に
本
市
へ
情
報
開
示
す
る
こ

と
。

　

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
市
を
4

地
区
に
設
定
し
、
市
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
地
区
の
特
性
を
生
か
し
た

将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
定

め
、
実
現
の
た
め
の
方
針
を
設
定
し

ま
す
。

　

今
回
は
、
先
に
開
催
し
た
懇
談
会

で
の
意
見
や
提
案
を
基
に
地
域
別
の

将
来
像
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

懇
談
会
に
参
加
し
、
将
来
の
ま
ち

や
地
域
の
姿
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

開
催
時
間　

午
後
7
時
〜

対
象
者　

市
内
在
住
の
方

参
加
方
法

　

事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
各
会
場
に
直
接
お
出
で
く
だ

さ
い
。

問
都
市
整
備
課

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
１
４
１
１

地　区 開催日 会　場

西部地域
中央地域 ９月２日（水） 四季文化館みの～れ

風のホール

南部地域 ９月３日（木） 玉里保健福祉センター
集団検診室

中央地域
東部地域 ９月４日（金） 小川文化センター

小ホール

あいさつをする野村市議会議長と百里基地対策委員

第１回 地域別まちづくり懇談会（小川文化センターにて）

平成 21年 8月 20日　広報おみたま

⑬ 

訓
練
移
転
に
係
る
安
全
対

策
等
に
つ
い
て

小
美
玉
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

地
域
別
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
を
開
催

＝
地
域
別
の
将
来
像
を
考
え
る
＝

第２回

⑪ 

再
編
交
付
金
に
つ
い
て

⑫ 

関
係
機
関
等
へ
の
申
し
入

れ
に
つ
い
て
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7
月
11
日
、
市
役
所
会
議
室
に
お

い
て
、
小
美
玉
市
防
犯
連
絡
協
議
会

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
は
、
18
団
体
の
地

域
防
犯
組
織
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

犯
罪
抑
止
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
各
防
犯
組
織
相

互
の
連
携
、
今
後
の
さ
ら
な
る

犯
罪
抑
止
効
果
の
向
上
を
図
る

た
め
、
昨
年
度
か
ら
小
美
玉
市

防
犯
連
絡
協
議
会
の
設
立
が
協

議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
、
規
約
、
事
業

計
画
、
役
員
の
選
任
が
協
議

さ
れ
、
規
約
、
事
業
計
画
と
も

に
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
選
任
で
は
、
会
長
に

小
川
地
区
防
犯
連
絡
協
議
会
会

長
の
上
田
裕
司
氏
、
副
会
長
に

は
、
玉
里
地
区
防
犯
連
絡
員
協

議
会
会
長
の
渡
邉
伸
氏
、
美
野

里
地
区
防
犯
連
絡
協
議
会
会
長

の
荻
谷
哲
司
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
長
に
選
任
さ
れ
た
上
田
氏

は
、「
各
地
域
防
犯
組
織
が
連

携
し
て
、
犯
罪
が
な
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
安
全
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
警
察
、
行

政
と
と
も
に
、
今
後
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
」と
役
員

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
の
防
犯
活
動

を
は
じ
め
、
各
防
犯
組
織
の
連

携
・
犯
罪
抑
止
効
果
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

6
月
29
日
、
市
役
所
に
お
い
て
市
と
茨

城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
石
岡
支
部
小
美
玉
分

会（
上
田
薫
分
会
長
）は
、「
災
害
時
の
緊

急
救
援
輸
送
並
び
に
平
時
に
お
け
る
公
道

等
の
安
全
確
保
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
震
災
お
よ
び
風
水

害
な
ど
の
災
害
時
に
、
人
命
救
助
や
物

資
輸
送
の
た
め
、
同
分
会
加
盟
56
社
が
救

援
の
た
め
の
食
料
や
資
材
等
の
緊
急
輸
送

に
協
力
す
る
こ
と
、
ま
た
平
時
に
お
い
て

も
市
道
の
安
全
確
保
の
た
め
に
破
損
箇
所

（
市
道
の
穴
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
等
）な
ど
の
通
報
に
協
力

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

協
定
調
印
式
で
は
、
島
田
市
長

が「
地
元
の
運
送
業
者
の
方
々
に
協

力
い
た
だ
け
る
の
は
、
市
民
の
安
全

確
保
の
た
め
大
変
良
い
こ
と
」と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
上
田
分
会

長
も「
平
時
の
道
路
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
協
力
す
る
こ
と
は
、
茨
城
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
も
初
の
試
み
で
あ

　

法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
は
、
昭
和
26
年
か
ら
は

じ
ま
り
、
全
国
的
な
運
動
と
し
て
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
更
生
保
護
団
体
は
、

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
る
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非
行

の
予
防
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、

地
域
に
暮
ら
す
方
々
で
支
え
合
っ
て
い

く
社
会
環
境
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
に
は
強
調
月
間
と
し
て
全
国
的

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
、
本

市
で
も
6
日
に
美
野
里
地
区（
羽
鳥
駅

前
）、
11
日
に
小
川
地
区（
カ
ス
ミ
・
エ

コ
ス
）、
玉
里
地
区（
ア
ス
タ
）に
お
い

て
、
小
美
玉
市
保
護
司
会（
片
田
友

宏
会
長
）を
は
じ
め
、
小
美
玉
市
更

生
保
護
女
性
会（
川
名
咲
子
会
長
）

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　

啓
発
用
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
う
ち
わ

な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
手
渡
し
な

が
ら
、犯

罪
の
な
い

明
る
い
社

会
の
実
現

を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

小美玉市防犯連絡協議会会長に選任され、あいさつをする上田氏

▲

７
月
６
日
、羽
鳥
駅
前
に
て

６月29日、市保護司会の皆さんが市役所を訪れ、
法務大臣からのメッセージを島田市長へ伝達しました

協定書に署名し、市長に手渡す上田分会長（中央）

り
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
と
併
せ
て

市
民
の
安
全
確
保
の
た
め
協
力
し
た

い
」と
話
し
、
協
定
書
に
署
名
を
行

い
ま
し
た
。

広報おみたま　平成 21年 8月 20日

災
害
時
の
緊
急
輸
送
と
平
時
の

道
路
破
損
箇
所
の
通
報
に
協
力

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
石
岡
支
部
小
美
玉
分
会

小
美
玉
市
防
犯
連
絡
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た

第
59
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
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6
月
30
日
、
市
役
所
会
議
室
に
お

い
て
、
平
成
21
年
度
小
美
玉
市
茨
城

空
港
利
用
促
進
協
議
会（
飯
島
利
武

会
長
）総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
20
年
度
事
業
報

告
お
よ
び
歳
入
歳
出
決
算
、
平
成
21

年
度
事
業
計
画（
案
）お
よ
び
歳
入
歳

出
予
算（
案
）、
茨
城
空
港
開
港
に
向

け
た
施
策
提
言
、
役
員
の
改
選
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総

会
終
了
後
に
、
茨
城
空
港
開
港
に
向

け
た
施
策
提
言
書
を
島
田
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
平
成
22
年
3
月
に
開

港
予
定
で
あ
る「
茨
城
空
港
」の
利
用

促
進
と
地
域
振
興
に
資
す
る
た
め
、

市
長
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
31
名
の
委

員
に
よ
っ
て
、
平
成
19
年
1
月
31
日

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年

9
月
27
日
に
は「
名
産
品
検
討
部
会
」

お
よ
び「
観
光
・
P
R
部
会
」が
設
置

さ
れ
、
地
元
小
美
玉
市
が
今
後
取
り

組
む
べ
き
空
港
の
利
用
促
進
策
や
具

体
的
手
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
9

回
に
わ
た
り
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

提
言
書
に
は
、「
小
美
玉
ブ
ラ
ン

ド
」の
創
出
と
推
進
、「
小
美
玉
ゆ

め
未
来
芸
術
展
」の
継
続
的
な
開
催
、

空
港
お
よ
び
小
美
玉
市
の
P
R
/

C
M
活
動
の
更
な
る
推
進
等
に
つ
い

て
の
施
策
提
言
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

市
は
、
こ
れ
ら
施
策
提
言
を
十
分

尊
重
し
て
、
引
き
続
き「
茨
城
空
港
」

の
利
用
促
進
や
空
港
を
活
か
し
た
地

域
振
興
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

小
美
玉
市
茨
城
空
港
利
用
促
進
協

議
会
で
は
、
平
成
22
年
3
月
開
港
予

定
の
茨
城
空
港
の
利
用
促
進
と
空
港

を
核
と
し
た
当
地
域
の
地
域
振
興
に

繋
げ
る
た
め
、「
小
川
町
商
工
会
（
現

小
美
玉
市
商
工
会
）」や「
み
の
り
の

森
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

キ
ャ
ト
ル
・
セ

ゾ
ン
」と
連
携
し
て
、
鶏
卵
や
レ
ン

コ
ン
等
の
地
元
産
品
を
活
用
し
た
名

物
料
理
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

名
物
料
理
は
、
7
月
1
日
か
ら
小

月
庵
で「
お
み
た
ま
オ
ム
ラ
イ
ス
」

を
、
み
の
り
の
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

キ
ャ
ト
ル
・
セ
ゾ
ン
で
は「
小
美
玉

御
膳
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

市
産
の
卵
に
、
ニ
ラ
を
使
っ

た
特
製「
お
み
た
ま
ソ
ー
ス
」

を
混
ぜ
て
フ
ワ
フ
ワ
に
焼
い
た

卵
を
、
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
の
上
に

の
せ
、
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
を

絡
め
た
オ
ム
ラ
イ
ス
は
、
奥
深

い
味
わ
い
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。

問
小
月
庵 

住　
　

所　

小
川
１
３
８
７

電　
　

話　

☎
５
８-

２
１
０
３

営
業
時
間　

11
時
〜
２
時

　
　
　
　
　

5
時
〜
7
時

定
休
日　

月
曜
定
休

　

地
元
の
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み

を
懐
石
風
に
し
つ
ら
え
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、
味
覚
・
お

腹
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
贅
沢

な
御
膳
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。
内
容
も
季
節
に
応
じ
て
若

干
変
わ
り
ま
す
の
で
、
四
季

折
々
の
御
膳
を
楽
し
め
ま
す
。

問 

み
の
り
の
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

キ
ャ
ト
ル
・
セ
ゾ
ン

住　
　

所　

部
室
１
０
６
８

電　
　

話　

☎
３
５-

７
３
０
０

営
業
時
間

　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム 

（
11
時
30
分
〜
15
時
）

　
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム（
5
時
〜
21
時
45
分
）

定
休
日  

月
曜
定
休

　
　
　
　
（
祝
日
の
時
は
営
業
し
ま
す
）

平成 21年 8月 20日　広報おみたま

小
美
玉
市
茨
城
空
港

小
美
玉
市
茨
城
空
港

　　

  
利
用
促
進
協
議
会
が

利
用
促
進
協
議
会
が

市
に
施
策
提
言
書
を
提
出

市
に
施
策
提
言
書
を
提
出

新たな新たな
「小美玉名物料理」「小美玉名物料理」
ができましたができました

お
み
た
ま
オ
ム
ラ
イ
ス 

小
美
玉
御
膳
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小美玉市まちづくり組織連絡会
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主な事業
・ふれあい広場の開催
・ふるさとウォッチングの開催
・羽鳥まつり参加（女性部による踊り）
・はとりっ子ふれあい交流会
・ふれあい清掃活動
・パソコン教室開催（毎週）
・コミュニティカレンダー配布（毎月）
・広報誌『ふれあい』の発行（年４回）

こころふれあう
羽鳥の会
（羽鳥地区コミュニティ）

会長：伊藤　伸吾
設立：平成８年12月
構成：2,141 世帯

　昨年よりの会費制移行に伴い、「ふれあい」と「つな
がり」の事業活動を通じて、より地域に密着した共同
体を目指していきたいと思っています。

住みよい堅倉
地区をつくる会
（堅倉地区コミュニティ）

会長：大岩　重信
設立：平成11年７月
構成：1,720 世帯

　地域のコミュニティを活性化するために文化活
動、広報活動等を行い、できるだけ地域に密着した
話題を提供していきたいと思います。

主な事業
・古墳公園の清掃
・巴川みのりロードの草刈り
・国道６号桜並木の清掃（年４回）
・そば打ち教室
・三世代の集い「みんなでやっぺ祭り」
・広報紙の発行（年５～６回）

田木谷地区まちづくり同好会（花壇作り）
【まちづくり委員会】

　各地でまちづくり組織が活動しています。

竹原地区コミュニティ（ふるさとウォーキング＆ウォッチング）
【学区まちづくり組織】

★ このコーナーでは、まちづくり
　組織を順次紹介していきます。

第24回　ふれあい広場 みんなでやっぺ祭り

広報おみたま　平成 21年 8月 20日

まちづくり組織紹介



　

8

　 ７月５日、
小川文化セン
ター大ホール
において、約
1,000人が集
まり、「地球
を守ろう 美
しい地球を
次世代へ」を
テーマに「平
成 21年度専
門講座 III ～次世代につなぐ～」（茨城県地域女性団体連絡会
主催、茨城県教育委員会・小美玉市後援）が盛大に開催さ
れ、本市の女性連絡協議会（沼田マサ会長）会員らが協力しま
した。
　講座は２部構成で、開会式の後、パネルディスカッション
と講演が行われました。
　パネルディスカッションでは、櫻井よう子さん（茨城県地
域女性団体連絡会会長）をコーディネーターに、企業からは、
鈴木信幸さん（（株）エコス店舗運営部品質管理担当マネー
ジャー）と砂田 修さん（（株）カスミフードスクエア小川店店
長）が、消費者代表として、野手利江さんと児玉 操さんが参

　７月９日、一般公募による23名の参加を得て、
茨城空港建設地と同空港のアクセス道路として順調
に工事が進む東関東自動車道水戸線工事現場の見学
会が実施されました。
　はじめに、茨城空港周辺で関連事業の説明を聞い
た後、エプロン（駐機場）地区で建設中のターミナル
ビルなどを見学しました。
　また、東関東自動車道水戸線の建設現場では、茨
城町鳥羽田地内でネクスコ担当者による高速道路の
概要などの説明を受けた後、鳥羽田橋の建設現場を
見学しました。
　参加された皆さんは、広大な空港建設地や高速道
路の工事が着々と進められている様子に大いに感心
している様子でした。

　７月11日、小川文化センター小ホールにおいて、平成21年
度小美玉市子ども育成会連合会指導者研修会が行われ、各単位
子ども会長ら育成会関係者105名が参加しました。
　研修では、茨城県子ども育成会連合会理事の橘川栄作氏を講
師に招いて、「地域における子ども会活動の昔と今」という演題
で講話をいただきました。
　橘川氏は、「子どもは同年齢とばかりではなく、異年齢との
付き合いをさせたほうがよい。それを地域（育成会）が担ってい
くとよい」ことなどを熱く話されました。
　また、救急救命講習会が行われ、DVDの講習を受けた後、小
川消防署の福田副署長から事例を交えて、AED（自動体外式除
細動器）を使用するうえでの注意点を聞きました。
　２時間半にわたる研修でしたが、参加者からはいくつか質問
が出されるなど、地域の子どもたちの育成に積極的に関わる姿
が見受けられ、有意義な研修会となりました。

加し、レジ袋の削減と環境問題に取り組んできた事例
等を発表していただきました。
　鈴木さんからは、ペーパーレス、トレーを使わない
売り場の提供を行っていること等を、砂田さんからは、
トレー等の店頭回収を行っている等の企業側の取り組
みが発表されました。野手さんからは、「野菜等の包
装はトレーでなく、袋にそのまま入っているほうが新
鮮に感じる。これまでは、ムダが多かった」、児玉さ
んからは、「直売所で、季節のものを買っている。食
べ残しを出さない。半量の油で揚げ物をし、残りは使
い切る」等、主婦ならではの意見や取り組みが発表さ
れました。
　午後は、作詞家、花岡優平氏と同夫人で歌手の川神
あいさん（つくば市在住）の歌とトークで、楽しいひと
時を過ごしました。
　また、アトラクションでは、美野里の会員を中心と
したよさこいソーランが披露され、8月下旬に行われ
る「小美玉市ふるさとふれあいまつり」の宣伝に一役買
いました。

平成 21年 8月 20日　広報おみたま
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　７月 13日、羽鳥小学校の２年生児童が学校給食用の
ナスを収穫しました。これは、（株）柳川採種研究会（小
美玉市羽鳥、（社）日本種苗協会加盟）の食育推進プロジェ
クトを利用したもので、今年度初めて80本の苗が校舎
の西側駐車場隣接の畑に植えられ、このたび収穫となり
ました。青黒くつややかな色のナスが実り、子どもたち
は、トゲが刺さらないように気をつけながら収穫しまし
た。
　翌日の給食には、子どもたちが収穫したナスが夏野菜
カレーの具材の一つとして加わり、どの子も美味しそう
に頬張っていました。
　種苗協会では、食の生産に焦点を当てた「食育」を推進
しており、子どもたち自身が野菜を育て、収穫して食す
る一連の活動を体験することで、生命を育むことの大変
さ大切さと喜びを知ることをねらいとして活動していま
す。
　子どもたちの様子から、そのねらい通りにプロジェク
トが推進されていることがわかります。地域の教育力を
生かして、学校の農園を利用し、学校の教育活動を活性
化させようとする熱意がしっかりと感じられました。

　６月 16 日、玉里総合運動公園において、自衛隊 OB の皆
さん12人（旧玉里村在籍OBも数名参加）が、同公園内に展示
されている展示機（T-33A ジェット練習機）の洗浄奉仕作業を
行いました。
　この機体は、同公園中央にある野球場のスコアボード付近
に展示されているもので、長い間に風雨や降塵を受け光沢を
失いつつありましたが、自衛隊OBの皆さんの奉仕清掃作業
により、以前と変わらないきれいな姿に生まれ変わりました。
　清掃を終えて、自衛隊OBの皆さんは、「この展示機は、航
空自衛隊ジェットパイロット育成の先駆者として数多くのパ
イロットを育てあげてきた世界に誇れる名機であると聴いて
います。この超高齢ジェット機の過去の活躍を想像して眺め
ていただければ」と話していました。

　７月 11 日、12 日の２日間にわたり、栃木県足利市
で行われた「第９回関東シニア65ソフトボール大会」で、
小美玉イーグルシニアが優勝に輝きました。予選リーグ
戦では、対戦チームを次々と大量点で打ち負かし、難な
く突破しました。決勝トーナメントでは、鹿沼シニア（栃
木）、柏ゴールドハイシニア（千葉）、桐生シニア（群馬）を、
圧倒的な強さで撃破し、見事優勝の栄冠を手にしました。

　生涯学習センターコスモスおよびその周辺を拠点に、住民
主体で地域資産を活かした魅力ある地域づくりをめざしている
「NPO法人玉里しみじみの村」（代表：齋藤弘行）が、交流イベント、
『うさぎまつり～ 2009 夏まつり～』を８月１日、２日の２日間
にわたり開催しました。
　１日は、竹を切り出し、長さ約10mの流し棚を作り、本格的
な流しそうめんが前庭で行われました。２日には、しみじみの
家に隣接する畑を会場に、「農あるライフ」体験会（（株）藤代範雄
デザイン事務所主催、たまりメリーホーム協力）が行われ、子ど
もや体が不自由な方も大勢参加しました。農ドクターから種の
まき方などの説明や手ほどきを受け、野菜や花の苗をカラフル
なタイヤプランターに植えました。また、地植えで、農地法面
保護・雑草抑制植物として有効な「イブキジャコウソウ」を、畑
を囲むように植え付けました。この花は、ピンクで６～７月ご
ろ開花し、葉に触るとよい香りがします。参加者は、「今までは（車
イスで）花植えができなかったので、今日は楽な姿勢でできて、
すごく楽しかった」と喜んでいました。
　１日の夕暮れ時には、大小さまざまな「きりえトーロー」が
浮かびあがり、幻想的な雰囲気の中でオカリナ演奏が行われ、
２日には、ANAKによるライブが催され、参加した方々は心
地よいひと時を楽しむことができました。

広報おみたま　平成 21年 8月 20日
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石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

会
員
の
方
で
5
年
を
経
過
し
10
年

以
上
の
無
事
故
無
違
反
運
転
者
に

対
し
て
、
茨
城
県
警
察
本
部
長
と
茨

城
県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
で
、
永

年
無
事
故
無
違
反
優
良
運
転
者
の

表
彰
を
行
い
ま
す
。
受
賞
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
表
彰
申
請
書
と
無
事
故

無
違
反
証
明
書（
8
月
3
日（
月
））

以
降
発
行
の
も
の
）を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
表
彰
申
請
書
と
無

事
故
無
違
反
証
明
書
の
交
付
申
請

書
は
、
交
通
安
全
協
会
事
務
局
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。（
証
明
手
数
料

7
0
0
円
が
か
か
り
ま
す
。）

申
請
期
限　

9
月
30
日（
水
）

　

問 

石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
事

務
局（
石
岡
警
察
署
内
）

　
　

☎
２
６
-2
2
9
3

　　

法
律
や
行
政
、
税
務
、
会
計
、
労

働
・
社
会
保
障
、
不
動
産
に
つ
い
て

の
ご
相
談
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、

税
理
士
、
公
認
会
計
士
、
社
会
保
険

労
務
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
不
動

産
鑑
定
士
等
が
、
無
料
相
談
に
応
じ

ま
す（
当
日
受
付
順
・
事
前
予
約
不

可
）。

日　

時　

9
月
6
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

　
　
　
　
（
受
付
：
午
後
2
時
30
分
ま
で
）

場　

所　

水
戸
市
民
会
館

　
　
　
　

1
0
1
〜
1
0
3
号
会
議
室

　
　
　
　
（
水
戸
市
中
央
1
丁
目
4
番
1
号
）

問
㈳
茨
城
県
不
動
産
鑑
定
協
会
事
務
局

　

☎
0
2
9
-2
4
6
-1
2
2
2

　

太
平
洋
戦
争
で
父
等
を
亡
く
さ
れ

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
戦
没

し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。

実
施
地
域

　

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ミ
ャ

ン
マ
ー
、
沖
縄
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海

峡 

・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島

費　

用　

 

賛
助
金
と
し
て
一
律
10
万

円（
沖
縄
は
5
万
円
）

※ 

日
程
等
の
詳
細
は
、（
財
）日
本
遺

　

夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ

る
男
性
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
?
研
修
を
受
け
た
女
性
の
ス

タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
あ
な

た
と
一
緒
に
あ
な
た
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
ま
す
。

☎
０
２
９-

２
２
２-

５
７
５
７

℻
０
２
９-

２
２
２-

５
７
５
６

　

毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
（
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※ 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。匿
名
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

必
要
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
、
専

門
機
関
へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

9
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
2
時
30
分

内　

容

　

・
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
展
示
飛
行

　

・ 

基
地
所
属
航
空
機
の
飛
行
お
よ

び
地
上
展
示

　

・
各
種
装
備
品
の
地
上
展
示

主　

催（
共
催
）

　

・
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

　

・
百
里
基
地
周
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。

※ 
詳
細
は
県
立
中
央
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

無
料

問 

茨
城
県
立
中
央
病
院
・
茨
城
県
地
域

が
ん
セ
ン
タ
ー 
企
画
情
報
室

　
　

☎
0
2
9
6
-7
7
-1
1
2
1

　
　

℻
0
2
9
6
-7
7
-2
8
8
6

　
　

E
メ
ー
ル

　
　
　

seminar@chubyoin.pref.ibaraki.jp

平成 21 年 8 月 20 日　広報おみたま
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『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！

⒈日時等
　■と　　き：９月10日（木）
　■集合場所：小美玉市役所および小川総合支所
　■出発時間：午後１時（小川総合支所は、午後１時20分）
　■見学場所：茨城空港ターミナル地区周辺など
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局からご連絡します。
⒉定　員
　■定　　員　30名程度（先着順）
　　　　　　　＊なお、小学生以下の方は、保護者の同伴が必　
　　　　　　　　要となります。　　　　　　　
　　　　　　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
⒊募集期間
　■８月25日（火）から定員になり次第終了。
　　＊募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。

⒋応募方法
　　参加を希望する方は、以下の必要事項をご記入のうえ、 
　ファックスまたは電子メール等でお申込みください。申込み
　は先着順となりますので、お早めにお申込みください。
①郵便番号、住所、電話番号　②氏名、性別　③生年月日、年齢
④勤務先または学校名（役職名または学級名なども記入願います。）
⑤集合希望場所
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内「茨城空港見学会」担当
　　☎48－1111　内線1171　　FAX48－1199
    　電子メール　kuko@city.omitama.lg.jp
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/

hyakuri/index.html

　市では、平成22年3月の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への見学
会の参加者を募集します。参加ご希望の方は、次の内容をご覧のうえご応募ください。
　参加は無料です。お早めのご応募をお待ちしております。

11

ゆうちょ  ときめき倶楽部　［入会金・年会費無料］

9月前半9月前半9月前半 9月前半9月前半9月前半

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）
緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

 外　　　科
◆受付  午前９時～11時30分・午後１時～３時30分

夜　間

休　日日

6

13

９月６日・13日

◆受付　午前９時～11時30分　午後１時～３時30分

９月５日・６日・12日・13日

◆受付 　午後７時～10時30分

斉藤病院　　　　（石岡市）　　☎26-2131

関クリニック　　（石岡市）　　☎23-8300

バ
ス
運
行（
有
料
）

　

・ 
当
日
お
よ
び
事
前
飛
行
訓
練
中

は
、
騒
音
等
に
よ
り
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
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解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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http://www.mod.go.jp/asdf/hyakuri/

うれしい特典が新登場 !

ゆうちょ銀行の商品・サービスについては、「ゆうちょ銀行Webサイト」をご覧く
ださい。

http://www.jp-bank.japanpost.jp/
郵便局はゆうちょ銀行の商品・サービスを取り扱う銀行代理業者です。

ゆうちょ銀行の商品内容等のご質問は次のフリーダイヤルでお受けしています。
ゆうちょコールセンター　☎０１２０－１０８４２０
〈受付時間〉　平日8：30～21：00
　　　　　　土・日・休日9：00～17：00（12月31日～１月３日は、9：00～17：00）
※ 携帯電話、PHS等からもご利用いただけます。
※ IP電話等一部ご利用いただけない場合があります。

詳しくはゆうちょ銀行又は郵便局の貯金窓口へ。

定期貯金の金利優遇
ゆうちょ年金定期

さらに、もれなく
ゆうちょ年金定期の
お預け入れで
自動入会

お誕生日プレゼント
平成 21年度プレゼント「マイ箸」

各種施設・
サービスの割引

　本年度体育祭は、下記日程により実施します。
皆さまお誘い合わせのうえご参加ください。

と　き　10月11日（日）
　　　　　雨天の場合 10月12日（月・祝）
ところ　玉里運動公園

広報おみたま　平成 21年 8月 20日

年金自動受取りはゆうちょへ!

第４回 小美玉市民体育祭



新品も!中古も!純正品も!現金特価
自動車の保険ご利用の手続きも致します。

石岡市国府７－８－１【６号国道恋瀬橋北交差点角】

電話 22-3740

12

生涯学習インフォメーション生涯学習インフォメーション

　小美玉市教育委員会では、平成 22年度小学校新入
学児に対してランドセルを贈呈します。
 なお、七つの祝い式典および記念品（ランドセル）配
布については次のとおりです。

【七つの祝い式典】
　11月 11日（水）　午前 10時～
　小川文化センター大ホール

【ランドセル配布】
・記念品については、式典当日に配布します。
・ 11 月 11 日（水）以降は、生涯学習課（生涯学習セン
ター）にてお渡しします。
※ その他詳細につきましては、後日該当児の保護者宛
に通知します。

問い合わせ
教育委員会生涯学習課
☎２６－９１１１

　よく乾燥させた植物の木の実、葉、花びらなどを自
然の色や形をそのまま利用して人形を作ります。

と　　き　９月 25日（金）　午前 10時～正午
と こ ろ　羽鳥ふれあいセンター 集会室 A
講　　師　大園　恵美子 先生
参 加 費　900 円（受講料含む）
対　　象　市内在住・在勤・在学の方
募集人員　15名（先着順）
　　　　　※１人２名までお申込みできます。
受付期間　９月９日（水）～13日（日）
　　　　　午前９時～午後５時
持参するもの　はさみ、エプロン
申込方法　参加費を添えてお申込みください。
申込み・問い合わせ　羽鳥ふれあいセンター
　　　　　　　　　　☎４６－４７４８

期　　日　10月 23日（金）
会　　場　太平洋クラブ&アソシェイツ美野里コース
参加資格　小美玉市民・市内事業所に勤務する方
参 加 料　2,000 円
プレー費　13,000 円（キャディ・昼食・ドリンク付）
競技方法　新ぺリア方式 18 ホールストロークプレー
申込方法　 所定の申込書により参加料を添えて、下記

の場所へ申込みください。（※申込みは１人
で４名まで可。申込書は、市ホームページから
もダウンロードできます。）

　　　　　◇玉里海洋センター内 スポーツ振興係
　　　　　◇小川総合支所内 教育総務課窓口
　　　　　◇希望ヶ丘公園
申込期間　９月１日（火）～15日（火）　午前９時～午後 5時
　　　　　※定員（160名）になり次第締切ります。
問い合わせ
教育委員会生涯学習課スポーツ振興係
（玉里 B&G海洋センター内）
 ☎ 26－5761（直通）　☎ 48－1111　内線 3701

　中高年の方で運動をしたい方、今の健康を維持して
いきたいという方、お待ちしております。
　リズムに合わせて楽しみながら体を動かしたり、無
理のないストレッチで体をほぐしていくやさしい健康
体操です。

と　　き　毎月 第1・3土曜日　午前10時～11時30分
    　　　  （※都合により変更になる場合があります。）
と こ ろ　農村女性の家（納場）
会　　費　月2,000 円　講　　師　日下　玲子 先生
連 絡 先　箭内（やない）☎４６－１３５８
　　　　　小暮（こぐれ）☎４６－４６４８

自主講座

リズム&ストレッチ参加者募集

無料体験に来てみませんか?

平成 21年 8月 20日　広報おみたま

平成22年度小学校新入学児に
ランドセルを贈呈します!

手作り講座

プラントドール（草人形）

第４回小美玉市民ゴルフ大会
参加者募集 



13

　

指
定
年
月
日

　
　

平
成
21
年
7
月
1
日

　

修
善
院
の
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い

る
仏
像
で
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
約

８
０
０
年
前
に
製
作
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
約
１
０
７
㎝

の
寄よ

せ
ぎ
づ
く
り

木
造
。
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛

力
士
像
を
造
っ
た
運う

ん
け
い慶
、
快か

い
け
い慶
の
流

れ
を
く
む「
慶け

い
は派
」と
呼
ば
れ
る
仏
師

に
よ
る
製
作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
年
月
日

　
　

平
成
21
年
7
月
1
日  

　

讃さ
ぬ
き
の
く
に
ぜ
ん
つ
う
じ

岐
善
通
寺

に
お
い
て
創
建

さ
れ
た
修
善
院

の
由
来
や
現
在

の
下
吉
影
に

移
っ
た
経
緯
な

ど
が
記し

る

さ
れ
て

い
る
古
文
書
で

す
。
寛
永
18
年

（
１
６
４
１
）の

検
地
で
寺
領
と

し
て
田
畑
12
石

余
を
賜
っ
た
こ

と
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、

こ
の
古
文
書

は
、
江
戸
時
代

初
期
の
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

樹
齢
５
０
０
年
と
さ
れ
る
石い

わ
ふ
ね船
神

社
の
ケ
ヤ
キ
が
市
指
定
天
然
記
念
物

か
ら
指
定
解
除
と
な
り
ま
し
た
。
小

岩
戸
区
や
神
社
氏
子
の
方
々
に
守

ら
れ
て
き
た
ケ
ヤ
キ
は
、
数
少
な
い

「
玉た

ま
も
く杢
」の
大
木
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
51
年
3
月
25
日
、
旧
美
野
里
町

指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
10
年
来
、
枝

が
枯
死
し
て
落
下
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
、
樹
勢
が
明
ら
か
に
弱
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
す
の
で
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値

が
低
下
し
た
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。 

　郷土茨城には、誇れる古典として常陸国風土記があります。常陸
国府は、小美玉市に隣接していました。
　また、江戸時代の前期に、小川は水戸藩に編入されました。小川
に常番を置き、小川河岸から江戸への米船を送ったことに始まり、
小川河岸は江戸の繁栄とともに大いに発展します。
　一方、江戸時代の中期、水戸藩は、大洗、涸沼、巴川を運河で結
ぶ工事を開始しました。「勘十郎堀」と言われる運河開削工事です。
しかし、不運にも実用化には至らず、未完に終わりました。この工
事には、領内各地の農民が延べ130万人も動員されるという、巨大
なプロジェクトでした。
　さらに、江戸時代の後期、本市が生んだ偉人・本間玄琢。本間玄
琢は、当時の最先端ともいえる医学研修所「稽医館」を創設しました。
　そこで、今回、これらのことをシリーズで学んでみましょう。

場　　所　やすらぎの里小川　  募集人数　15名
参 加 費　2,000円（初回納入）　申込期間　９月８日（火）～18日（金）
申込方法　電話またはファックスでお申込みください。
申込み・問い合わせ　やすらぎの里小川　☎58－4580　FAX58－4583

日　　時 内　　容 講　　師

第１回
９月27日（日）
午前10時～正午

「常陸国風土記」の時代 小美玉市生涯学習センター
学芸員　小玉　秀成

第２回
10月３日（土）
午前10時～正午

水戸から江戸へと荷物を運ぶ
（小川河岸と下吉影河岸）

小美玉市生涯学習センター
学芸員　本田　信之

第３回
10月16日（金）
午前10時～午後３時

①悲運の運河　勘十郎堀
②勘十郎堀の面影をたどる

鉾田市紅葉
紅葉区長　市毛　宏知

第４回
11月14日（土）
午前10時～正午

郷土が生んだ名医・本間玄
琢と稽医館を学ぶ

小美玉市生涯学習センター
学芸員　本田　信之

第５回
11月18日（水）
午前10時～正午

⑴ 本間玄琢の生家と薬用植
物観察園に親しむ

やすらぎの里小川
（薬草研究会）

⑵健康づくりと養生訓 薬剤師　篠原　泰友
　　　　篠原　久仁子

広報おみたま　平成 21年 8月 20日
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小美玉市の歴史を学ぶ !

……あなたも参加してみませんか……



けんこうビューけんこうビューけんこうビュー

赤ちゃんの心の栄養のために

14

『赤ちゃんはスキンシップが大好き !』
　赤ちゃんは皮膚で物事の多くを感じています。
　抱っこやおんぶ、ほっぺへのキスなどのふれ合いが、ママの愛情を伝えてくれます。
　皮膚にふれると、その刺激は全身をかけめぐり、脊髄、大脳皮質、大脳辺縁系、視床下部へと伝わって脳へ届き、
その働きを活性化させます。視床下部は自律神経やホルモンバランス、情緒をつかさどる大切な部分。ここが刺
激されることで成長が促され、ストレスが減少し、免疫機能もアップするのです。

『抱っこ』の〈抱く〉という字は〈手で包む〉と書きます
　以前は抱きぐせということが心配されましたが、最近では「そんなこと心配せず赤ちゃんは要求に応じてたっ
ぷり抱っこしてあげてよい」と言われるようになりました。
　文字どおりスキンシップとともに、心と心のふれ合いを大切にして赤ちゃんの心と体を包んであげましょう。

『赤ちゃんとの毎日のすべてが言葉を育てる土台です』
　赤ちゃんは、ママから語りかけられるのが大好き。語りかけは豊かな言葉を育てると同時に、情緒やコミュニケー
ション能力を育てます。日常のすべてが赤ちゃんの感覚を刺激し、育て、言葉の基盤を作っています。何よりも
大切なのは、赤ちゃんが感じていることに共感し、応答すること。こうした気持ちのやりとりが、言葉の基盤とな
るコミュニケーション能力を育てるのです。

『ママ、歌って聞かせて !』
　子どもは、イントネーションのある語りかけが大好き。だから、ママの歌声を聞くこともとても気持ちいいと感
じています。１歳半ごろからは、覚えて一緒に歌うしぐさも見られるようになります。歌はCDをただ聴かせるより、
ママが歌って聞かせてあげましょう。子守唄は、寝るときだけではなく子どもの機嫌が悪いときや遊びながら歌っ
てもいい歌です。そのため歌う曲は、静かな歌や「ねんねんころりよ」などの定番の子守唄にこだわる必要はありま
せん。子どもが好きな歌を選んでください。
　眠そうな子どもの背中をトントンしながら歌ってあげる、泣いた子どもの頭をなでながら「大丈夫よ」と歌う、そ
ういう日々の積み重ねが、親子の絆を深くします。

＊おっぱい・ミルクをあげながら…
　授乳の時は、赤ちゃんと目を合わせて声かけをしながらママの笑顔で、『食べたり飲んだりは楽しい事だ』と伝
えることが大切です。

＊おむつ替えのとき…
　おむつを替えて気持ちよくなったことを、赤ちゃんに代わって言葉で表してあげます。動くようになると、じっ
としていられなくなるので言葉かけと動作を同時にして、手早く替えてあげられるといいですね。

＊お風呂で…

　お風呂はスキンシップの絶好のチャンス。動作に合わせて、スベスベ、プクプク、ジャーなど繰り返しの言葉や、
状況を表す言葉をたくさんかけてあげましょう。

＊ご機嫌なとき…

　赤ちゃんが「アー」「ウー」とおしゃべりしている時は、ママも「アー」「ウー」とまねしてみます。赤ちゃんは
ママが返事をしてくれたことを、しっかり感じ取ります。

平成 21年 8月 20日　広報おみたま
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内
うちだ

田　椋
りょうすけ

介ちゃん
（平成 19年 10月 9日生）
◆ もうすぐ２歳、車大好き ! 弟も
できて、ますます元気です。素
直で元気に育ってほしいと願っ
ています。

★このコーナーでは、作品を順次紹介しています。

●審査員賞　藤代賞

茨城空港プレ開港記念
「第１回小美玉ゆめ未来芸術展」入賞

作品紹介
●審査員賞　浅葉賞

茂垣　佑亮さん 鈴木　雄大さん

小川の祇園（７月20日撮影）▲

竹原アワアワ祇園（７月19日撮影）

▲

野田のまつり（７月25日撮影）▲▲佐才のまつり（７月25日撮影）

▲

下吉影のまつり（７月25日撮影） 羽鳥のまつり（７月26日撮影）

▲

平成 21年 8月 20日　広報おみたま

市内の夏まつり市内の夏まつり


